
Department of Cardiovascular Medicine

TOHOKU UNIVERSITY 
HOSPITAL

東東北大学病院

循環器内科広報誌

【 】【 】第 号Tohoku University Hospital 2929
/ 平成25年7月24日発行 東北大学病院循環器内科

〒 9 8 0 - 8 5 7 4 仙 台 市 青 葉 区 星 陵 町 １ － １
Tel:(022) 717-7153 Fax:(022) 717-7156

http://www.cardio.med.tohoku.ac.jp/index.html

東北大学病院

循環器内科広報誌

【 】第 号29

東北大学病院　臨床研究推進センター

東北大学病院循環器内科　下川宏明

　6月1日付けで東北大学病院の臨床研究推進センター長に
就任しました。東北大学病院は、現在、下瀬川病院長を先
頭に多岐にわたる改革を実施し発展しつつありますが、そ
の中の重要な部分の一つである臨床研究の推進に、八重樫
副センター長・青木副センター長と共に、取り組んでいき
たいと思います。
　わが国では、世界的な基礎医学研究の成果が多いにも関
わらず、臨床研究の体制整備が大幅に遅れていました。こ
の結果、欧米での臨床研究が先行し日本の患者がその恩恵
を受けることが欧米より遅れ、また、医薬品も医療機器も
長年にわたって大幅な輸入超過に陥っている現状がありま
す。現在、医療産業は世界的な競争も激化してきており、
国際競争力を有する質の高い臨床研究推進体制の整備が国
家的な急務となっています。
　現在、東北大学では臨床研究を推進する非常に良い環境
ができつつあります。第1に、東北大学病院が平成25年度か
ら5年間、厚労省から臨床研究中核病院に選定されました。
この事業は、東北大学病院が東北地方の中核となって臨床

研究を推進するものです。第２に、東北大学では、各研
究科～医学系研究科創生応用医学研究センター～当セン
ターと研究開発の流れができています。第３に、これら
の開発研究活動を東北大学本部のメディカルサイエンス
実用化推進委員会（委員長：下瀬川病院長）が俯瞰し支援
する体制があることです。第４に、文科省関連の橋渡し
研究支援拠点ネットワーク事業と知と医療機器創生宮城県
エリア事業が実施されていることです。臨床研究推進セ
ンターは、これらの臨床研究を束ねる重要な役割を果た
すだけではなく、広く、東北地方全体の臨床研究支援体
制作りを目指しています。したがって、当センターの果
たすミッションは大きく、その事業内容は、非常に多岐
に及びます。また、センターのスタッフ数も今後100名
を越えることが予想され、東北大学だけではなく東北地
方全体の臨床研究の中核となることが期待されています。
今後、全国および世界に向けて、医療機器や医薬品の主
な分野に加えて、希少疾患・難病・小児疾患などの分野
を対象にした開発研究結果を発信していきたいと
思います。また、臨床研究を担う人材育成
にも努めていきたいと思います。
　皆様のご協力・ご支援を、どうぞ、
宜しくお願い申し上げます。

トピックス　「出揃ったDPP-4阻害薬」
　DPP-4阻害薬は、血統応答性のインスリン分泌促進作用を有するイン
クレチンの一つであるグルカゴン様ペプチド(GLP-1)濃度を高めること
により血糖降下作用を発揮します（左図）。インクレチン効果はグル
コース濃度依存性に発揮されるため低血糖の副作用が比較的低く、早
期からの血糖コントロールを目指した治療が行えるようになりました。
DPP-4阻害薬が登場し3年が経過しますが、現在ではシタグリプチン、
ビルダグリプチン、アログリプチン、リナグリプチン、テネリグリプ
チン、アナグリプチン、サキサグリプチンの7剤が利用可能となりまし
た（下表）。DPP-4阻害薬は、単剤投与で血糖低下させるだけでなく、
インスリンをはじめ他剤との併用で血糖降下作用や血糖変動幅の減少
作用の相乗効果も報告されています。 

表　各DPP-4阻害薬の薬物動態の相違と投与時の注意点

本邦では、ビルダグリプチン、リナグリプチン、サ
キサグリプチンが全薬剤と、シタグリプチンはグリ
ニドを除いた他の薬剤との併用が承認されています。
リナグリプチンとテネリグリプチンに関しては、腎
機能障害患者における投与の制限はありません。こ
の点については、症例により使い分けが必要です。
シタグリプチンをはじめ各薬剤に多くの有効性・安
全性を調査した試験が報告されていますが、心血管
イベントへの効果に関しては、現在、大規模な前向
き試験が行われており、その結果が待たれている状
況です。

（各インタビューフォーム、資料より作成）

（文責：杉村 宏一郎、院内講師）



東北大学循環器内科では肺高血圧症の治療
発展のため最先端の治療を行っています。
吸入薬の治験も始まりました。
また肺動脈血栓塞栓症による肺高血圧の
バルーン拡張術も行っています。
患者さんのご紹介をお願いいたします。

患者さんのご紹介・ご相談にご活用下さい。
緊急の対応は日中は外来医長が、時間外は日
当直医（病棟）が対応いたします。
本季刊紙「HEART」に関するご意見・ご質問
は下記のメールアドレス、当科HPまで。
kikanshi@cardio.med.tohoku.ac.jp
http://www.cardio.med.tohoku.ac.jp/index.html

東北大学循環器内科連絡先（直通）
医局：０２２－７１７－７１５３
FAX：０２２－７１７－７１５６
外来：０２２－７１７－７７２８
病棟：０２２－７１７－７７８６
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